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小泉防衛大臣による第９回日ＡＳＥＡＮ防衛担当大臣会合への出席について(概要) 

 
 
令和７年１１月１日（土）、小泉防衛大臣は、マレーシアで開催された第９回日ＡＳＥＡ

Ｎ防衛担当大臣会合に出席したところ、概要以下のとおりです。 
 

（１）マレーシア、クアラルンプールで第９回日ＡＳＥＡＮ防衛担当大臣会合が行われ、日

ＡＳＥＡＮ防衛協力の更なる深化に向けた意見交換が行われました。 
 
（２）冒頭、議長国マレーシアのカレド・ノルディン国防大臣より、日本はＡＳＥＡＮにと

って最も重要な国の一つであり、これまで日本がＡＳＥＡＮに対して積極的に防衛協力

を実施してきたことに謝意が述べられました。 
 
（３）また小泉大臣は、概要以下のように述べました。 
 
インド太平洋地域をめぐる状況 
（４）インド太平洋地域の安全保障環境はかつてなく厳しく複雑。日本とＡＳＥＡＮは地域

において最も緊密かつ強力なパートナーの一つ。地域の平和と安定への我々防衛当局の

責任はかつてなく大きい。 
 
三つの基本的アプローチ 
（５）地域が直面する課題に有効に対応していくため、我々の間で共有されている三つの基

本的考え方を常に確認し続けることが重要。第一に、ＡＳＥＡＮの中心性と一体性を確

保すること。第二に、各国の自主的な取組の上にこれを相互に連結させること。第三に、

この考え方の上に日ＡＳＥＡＮ間の防衛面での連携を強化すること。 
 
三つの具体的方向性 
（６）その上で、これからの日ＡＳＥＡＮの防衛関係の強化について三点述べる。 
 
（７）第一に、人道支援／災害救援分野（ＨＡ／ＤＲ）の協力。一つ目は、気候変動の影響

でより深刻になっている自然災害への対処である。ＨＡ／ＤＲでかかる視点をより深く

取り入れていくことは極めて重要。今後ともＯＳＡ等を活用した資機材供与を加速させ、

こうした取組を今後さらに強化していく。二つ目は、ＷＰＳ（女性・平和・安全保障）

の視点をＨＡ／ＤＲにより深く取り入れていくこと。我が国は次期の人道支援／災害救

援専門家会合（ＥＷＧ）次期共同議長に立候補したい。 



 
（８）第二に、海洋における協力。我が国は海洋国として、一貫して日ＡＳＥＡＮ間の海洋

における協力を極めて重視。我が国が主催する日・太平洋島嶼国国防大臣会合（ＪＰＩ

ＤＤ）に東南アジア諸国を初めて招待し、地域を跨いだ連携を更に強固なものとしたい。

また、フィリピンと共同議長を務める海洋安全保障専門家会合の枠組みを利用して、海

上での「共同協力活動」へ全てのＡＤＭＭプラス・メンバーを招待することも含め、引

き続き様々な取組を行っていきたい。 
 
（９）第三に、非伝統的分野における課題への対処。非伝統的な課題は、単なるリスクでは

なく、私たちが連携を深める絶好の機会。サイバー分野や航空宇宙分野で、これまでも

協力を深めてきた。日本は、ＡＳＥＡＮ・ＣＢＲ防衛専門家ネットワークとの、専門家

による実践的な検討を行う場を設けたいと考えている。 
 
結語 
（１０）手と手を取り合い、平和で安定し、繁栄し続けるインド太平洋という未来に向け、

ともに取り組んでいきたい。 
 
（１１）ＡＳＥＡＮ側の大臣から、我が国が防衛面での協力と連携を一層推進していくこと

に謝意と力強い賛同が示されました。その上で、今後も日本とＡＳＥＡＮが緊密に連携

し、より一層地域の平和と安定に向け重要な役割を果たしていくことへの期待が示され

ました。 
 

（以上） 


